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●流水環境の水生昆虫の 3 大グループはカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目である。 
 
カゲロウ目（蜉蝣目, mayfly） 
































図 2。蜻蛉目（A）、浮遊目（B–C）、襀翅目（D）、毛翅目（E–I）の水生昆虫: A, カワトンボの
幼虫; B, タニガワカゲロウの幼虫; C, コカゲロウの幼虫; D, カワゲラの幼虫; E, シマトビケラ
の幼虫の巣; F, カタツムリトビケラの幼虫の巣; G, ウロコゴケの 1 種とそれを食べるオオハツ





図 3。双翅目の水生昆虫：A, アミカモドキの幼虫; B, カスミハネカの幼虫; C, カニアミカの幼
虫と蛹; D, ユスリカの幼虫; E, ガガンボの幼虫; F, ブユの幼虫; G, アブの幼虫. 
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水生昆虫の機能群 
 ひとつのミクロハビタットにおいても、さまざまな生活型の水生昆虫がいる。例えば、石の
表面を匍匐しながら付着珪藻を食べるようなもの（例えばヒラタカゲロウ類）や、小礫を集め
て巣を作り、巣の入り口に濾過食用の網を張るもの、砂に潜るものなどがいる。このような生
活型を機能群と呼び、機能群ごとの個体数比は、ミクロハビタットごとに異なることが多い。
機能群には以下のようなものがある。 
 
・固着濾過食者（自ら石に固着して濾過食を営む：ブユ類、キタカミトビケラ） 
・造網濾過食者（巣を作り、その入り口に網を張り、濾過食を営む：シマトビケラ類、ヒゲナ
ガカワトビケラ類） 
・匍匐藻食者（石の表面を匍匐して、主に付着藻類を食べる：ヒラタカゲロウ類、ヒラタドロ
ムシ類、アミカ類） 
・遊泳採食者（砂礫間隙を泳ぎながら、デトリタスや付着藻類を食べる：マダラカゲロウ類、
コカゲロウ類、カワゲラ類、ナガレトビケラ類） 
・破砕食者（落葉落枝を破砕しながら食べる：マダラカゲロウ類、コカゲロウ類、カワゲラ類、
ナガレトビケラ類）・徘徊デトリタス食者（石の下や、落葉落枝の隙間などを這い回り、デトリ
タスを食べる：ヨコエビ類、ミズムシ類、サワガニ類、プラナリア類、カワニナ類） 
・携巣デトリタス食者（巣を携帯して移動し、デトリタスや付着藻類を食べる：カクツツトビ
ケラ類、コバントビケラ類、ニンギョウトビケラ類、エグリトビケラ類、カタツムリトビケラ
類） 
・掘潜デトリタス食者（砂や泥の中に潜って暮らしている：モンカゲロウ類、ガガンボ類、ユ
スリカ類） 
・徘徊捕食者（水生昆虫の捕食者：トンボ類、ヘビトンボ類、アブ類） 
 
実習手順 
1．4−5 人の班を作り、班ごとにサンプリングを行う場所（早瀬、平瀬、淵、淀み、細流、滝、
岩清水など）を決める。 
2．班員全員で水生昆虫のサンプリングを行う。一人がバットを持ち、一人がサンプリングを行
う場所の下流側で細かいタモ網を水中にいれて、流下してくるものを受ける準備をする。残り
の者で、30cm 四方のコドラートを前もって設定し（どの範囲かを確認し合うだけでよい）、そ
の中の礫を一気にバットの中に移す。淀みのように礫がない場所では、溜まっている落葉落枝
をサンプリングする。 
3．バットを岸まで運ぶ。大きな石は、その場で表面の水生昆虫をバットの水の中に落としてよ
い。 
4．全員でバットの中の石を丁寧に調べ、ピンセットで水生昆虫をつまみ、水を張ったクリーン
カップに移してゆく。充分な数のクリアーカップを用意しておき、カゲロウ、カワゲラ、とい
うように、分類群を区別しながら作業を行うと効率的である。 
5．分類群ごとに個体数を数え、集計をする。 
6．5 のデータを、機能群ごとに集計し直す。 
 
考察 
●ハビタット間で水生昆虫相を比較し、その違いがどのような環境の違いに由来するのかを考
える。 
●ハビタット間の水生昆虫相の違いから、それぞれの場所の食物連鎖の違いを類推する。 
